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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者に冷却呼吸ガス混合物を送達するように適合されている送達デバイスと、
　該送達デバイスの遠位端付近に位置付けられている注入デバイスであって、液体源に結
合されている、注入デバイスと、
　該送達デバイスおよび該注入デバイスに結合されている制御システムと
　を備え、該制御システムは、該冷却呼吸ガス混合物中に流体を解放し、該冷却呼吸ガス
混合物中に微細氷粒子の凍結ミストを形成するために、該注入デバイスを制御するように
適合されている、
　治療処置システム。
【請求項２】
　患者に冷却呼吸ガス混合物を送達するように適合されている送達デバイスと、
　該送達デバイスの遠位端付近に位置付けられている注入デバイスと
　を備え、該注入デバイスは、流体を解放し、該冷却呼吸ガス混合物中に微細氷粒子の凍
結ミストを形成するように構成されている、
　低温呼吸ガス送達システム。
【請求項３】
　患者に冷却呼吸ガス混合物を送達するように適合されている気管内チューブと、
　該気管内チューブの遠位端付近に位置付けられている注入デバイスと
　を備え、該注入デバイスは、流体を解放し、該冷却呼吸ガス混合物中に微細氷粒子の凍
結ミストを形成するように構成されている、
　低温呼吸ガス送達システム。
【請求項４】
　患者に冷却呼吸ガス混合物を送達するように適合されている鼻カニューレと、
　該鼻カニューレの遠位端付近に位置付けられている少なくとも１つの注入デバイスと
　を備え、該少なくとも１つの注入デバイスは、流体を解放し、該冷却呼吸ガス混合物中
に微細氷粒子の凍結ミストを形成するように構成されている、
　低温呼吸ガス送達システム。
【請求項５】
　患者の咽喉に冷却呼吸ガス混合物を送達するための大きさを有するチューブと、
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　該チューブの遠位端付近に位置付けられている注入デバイスと
　を備え、該注入デバイスは、流体を解放し、該冷却呼吸ガス混合物中に微細氷粒子の凍
結ミストを形成するように構成されている、
　低温呼吸ガス送達システム。
【請求項６】
　冷却呼吸ガス混合物を送達するように適合されている呼吸マスクと、
　該呼吸マスクの遠位端付近に位置付けられている注入デバイスと
　を備え、該注入デバイスは、流体を解放し、該冷却呼吸ガス混合物中に微細氷粒子の凍
結ミストを形成するように構成されている、
　低温呼吸ガス送達システム。
【請求項７】
　前記注入デバイスは、流体注入器である、請求項１～６のうちのいずれかに記載の低温
呼吸ガス送達システム。
【請求項８】
　前記注入デバイスは、水注入器である、請求項１～６のうちのいずれかに記載の低温呼
吸ガス送達システム。
【請求項９】
　前記注入デバイスは、空気・水エアブラシである、請求項１～６のうちのいずれかに記
載の低温呼吸ガス送達システム。
【請求項１０】
　前記注入デバイスは、ノズル噴霧器である、請求項１～６のうちのいずれかに記載の低
温呼吸ガス送達システム。
【請求項１１】
　前記注入デバイスは、シェーカボトルである、請求項１～６のうちのいずれかに記載の
低温呼吸ガス送達システム。
【請求項１２】
　前記注入デバイスは、マイクロ流体デバイスである、請求項１～６のうちのいずれかに
記載の低温呼吸ガス送達システム。
【請求項１３】
　前記注入デバイスは、ジェット衝撃デバイスである、請求項１～６のうちのいずれかに
記載の低温呼吸ガス送達システム。
【請求項１４】
　前記注入デバイスは、超音波液滴ノズルである、請求項１～６のうちのいずれかに記載
の低温呼吸ガス送達システム。
【請求項１５】
　前記注入デバイスは、蒸気供給装置である、請求項１～６のうちのいずれかに記載の低
温呼吸ガス送達システム。
【請求項１６】
　前記注入デバイスは、氷削機である、請求項１～６のうちのいずれかに記載の低温呼吸
ガス送達システム。
【請求項１７】
　前記注入デバイスは、超音波ネブライザノズルである、請求項１～６のうちのいずれか
に記載の低温呼吸ガス送達システム。
【請求項１８】
　前記注入デバイスは、渦巻きジェットノズルである、請求項１～６のうちのいずれかに
記載の低温呼吸ガス送達システム。
【請求項１９】
　前記注入デバイスは、インパクションピンノズルである、請求項１～６のうちのいずれ
かに記載の低温呼吸ガス送達システム。
【請求項２０】
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　前記注入デバイスは、衝突ジェットノズルである、請求項１～６のうちのいずれかに記
載の低温呼吸ガス送達システム。
【請求項２１】
　前記注入デバイスは、ＭＥＭＳノズルアレイミスト発生装置である、請求項１～６のう
ちのいずれかに記載の低温呼吸ガス送達システム。
【請求項２２】
　前記注入デバイスは、電気スプレーノズルである、請求項１～６のうちのいずれかに記
載の低温呼吸ガス送達システム。
【請求項２３】
　前記注入デバイスは、加熱キャピラリである、請求項１～６のうちのいずれかに記載の
低温呼吸ガス送達システム。
【請求項２４】
　前記注入デバイスは、内部混合ノズルである、請求項１～６のうちのいずれかに記載の
低温呼吸ガス送達システム。
【請求項２５】
　前記注入デバイスは、外部混合ノズルである、請求項１～６のうちのいずれかに記載の
低温呼吸ガス送達システム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明の局面のうちのいずれかにおいて、冷却呼吸ガス混合物への注入は、流体注入器
、水注入器、空気・水エアブラシ、ノズル噴霧器、シェーカボトル、マイクロ流体デバイ
ス、ジェット衝撃デバイス、超音波液滴ノズル、蒸気供給装置、氷削機、超音波ネブライ
ザノズル、渦巻きジェットノズル、インパクションピンノズル、衝突ジェットノズル、Ｍ
ＥＭＳノズルアレイミスト発生装置、電気スプレーノズル、加熱キャピラリ、内部混合ノ
ズル、および外部混合ノズルのうちの１つまたはそれらの組み合わせを用いて提供される
。
　本発明は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　患者に冷却呼吸ガス混合物を送達するように適合されている送達デバイスと、
　該送達デバイスの遠位端付近に位置付けられている注入デバイスであって、液体源に結
合されている、注入デバイスと、
　該送達デバイスおよび該注入デバイスに結合されている制御システムと
　を備え、該制御システムは、該冷却呼吸ガス混合物中に流体を解放し、該冷却呼吸ガス
混合物中に微細氷粒子の凍結ミストを形成するために、該注入デバイスを制御するように
適合されている、
　治療処置システム。
（項目２）
　患者に冷却呼吸ガス混合物を送達するように適合されている送達デバイスと、
　該送達デバイスの遠位端付近に位置付けられている注入デバイスと
　を備え、該注入デバイスは、流体を解放し、該冷却呼吸ガス混合物中に微細氷粒子の凍
結ミストを形成するように構成されている、
　低温呼吸ガス送達システム。
（項目３）
　患者に冷却呼吸ガス混合物を送達するように適合されている気管内チューブと、
　該気管内チューブの遠位端付近に位置付けられている注入デバイスと
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　を備え、該注入デバイスは、流体を解放し、該冷却呼吸ガス混合物中に微細氷粒子の凍
結ミストを形成するように構成されている、
　低温呼吸ガス送達システム。
（項目４）
　患者に冷却呼吸ガス混合物を送達するように適合されている鼻カニューレと、
　該鼻カニューレの遠位端付近に位置付けられている少なくとも１つの注入デバイスと
　を備え、該少なくとも１つの注入デバイスは、流体を解放し、該冷却呼吸ガス混合物中
に微細氷粒子の凍結ミストを形成するように構成されている、
　低温呼吸ガス送達システム。
（項目５）
　患者の咽喉に冷却呼吸ガス混合物を送達するための大きさを有するチューブと、
　該チューブの遠位端付近に位置付けられている注入デバイスと
　を備え、該注入デバイスは、流体を解放し、該冷却呼吸ガス混合物中に微細氷粒子の凍
結ミストを形成するように構成されている、
　低温呼吸ガス送達システム。
（項目６）
　冷却呼吸ガス混合物を送達するように適合されている呼吸マスクと、
　該呼吸マスクの遠位端付近に位置付けられている注入デバイスと
　を備え、該注入デバイスは、流体を解放し、該冷却呼吸ガス混合物中に微細氷粒子の凍
結ミストを形成するように構成されている、
　低温呼吸ガス送達システム。
（項目７）
　前記注入デバイスは、流体注入器である、項目１～６のうちのいずれかに記載の低温呼
吸ガス送達システム。
（項目８）
　前記注入デバイスは、水注入器である、項目１～６のうちのいずれかに記載の低温呼吸
ガス送達システム。
（項目９）
　前記注入デバイスは、空気・水エアブラシである、項目１～６のうちのいずれかに記載
の低温呼吸ガス送達システム。
（項目１０）
　前記注入デバイスは、ノズル噴霧器である、項目１～６のうちのいずれかに記載の低温
呼吸ガス送達システム。
（項目１１）
　前記注入デバイスは、シェーカボトルである、項目１～６のうちのいずれかに記載の低
温呼吸ガス送達システム。
（項目１２）
　前記注入デバイスは、マイクロ流体デバイスである、項目１～６のうちのいずれかに記
載の低温呼吸ガス送達システム。
（項目１３）
　前記注入デバイスは、ジェット衝撃デバイスである、項目１～６のうちのいずれかに記
載の低温呼吸ガス送達システム。
（項目１４）
　前記注入デバイスは、超音波液滴ノズルである、項目１～６のうちのいずれかに記載の
低温呼吸ガス送達システム。
（項目１５）
　前記注入デバイスは、蒸気供給装置である、項目１～６のうちのいずれかに記載の低温
呼吸ガス送達システム。
（項目１６）
　前記注入デバイスは、氷削機である、項目１～６のうちのいずれかに記載の低温呼吸ガ
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ス送達システム。
（項目１７）
　前記注入デバイスは、超音波ネブライザノズルである、項目１～６のうちのいずれかに
記載の低温呼吸ガス送達システム。
（項目１８）
　前記注入デバイスは、渦巻きジェットノズルである、項目１～６のうちのいずれかに記
載の低温呼吸ガス送達システム。
（項目１９）
　前記注入デバイスは、インパクションピンノズルである、項目１～６のうちのいずれか
に記載の低温呼吸ガス送達システム。
（項目２０）
　前記注入デバイスは、衝突ジェットノズルである、項目１～６のうちのいずれかに記載
の低温呼吸ガス送達システム。
（項目２１）
　前記注入デバイスは、ＭＥＭＳノズルアレイミスト発生装置である、項目１～６のうち
のいずれかに記載の低温呼吸ガス送達システム。
（項目２２）
　前記注入デバイスは、電気スプレーノズルである、項目１～６のうちのいずれかに記載
の低温呼吸ガス送達システム。
（項目２３）
　前記注入デバイスは、加熱キャピラリである、項目１～６のうちのいずれかに記載の低
温呼吸ガス送達システム。
（項目２４）
　前記注入デバイスは、内部混合ノズルである、項目１～６のうちのいずれかに記載の低
温呼吸ガス送達システム。
（項目２５）
　前記注入デバイスは、外部混合ノズルである、項目１～６のうちのいずれかに記載の低
温呼吸ガス送達システム。
（項目２６）
　患者を治療する方法であって、
　該患者内の標的組織に冷却呼吸ガス混合物を送達するステップと、
　該冷却呼吸ガス混合物中に微細氷粒子の凍結ミストを形成するために、該標的組織で、
または該標的組織付近で、該冷却呼吸ガス混合物に流体を注入するステップと
　を含む、方法。
（項目２７）
　前記標的組織は、前記患者の鼻気道を含む、項目２６に記載の方法。
（項目２８）
　前記標的組織は、前記患者の肺を含む、項目２６に記載の方法。
（項目２９）
　前記標的組織は、前記患者の口および鼻気道を含む、項目２６に記載の方法。
（項目３０）
　前記標的組織は、前記患者の咽喉を含む、項目２６に記載の方法。
（項目３１）
　前記標的組織は、前記患者の気管を含む、項目２６に記載の方法。
（項目３２）
　前記冷却呼吸ガス混合物に薬剤を注入するステップをさらに含む、項目２６に記載の方
法。
（項目３３）
　前記薬剤は、麻酔薬である、項目３２に記載の方法。
（項目３４）
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　前記流体は、流体注入器を用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目２６に記
載の方法。
（項目３５）
　前記流体は、水注入器を用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目２６に記載
の方法。
（項目３６）
　前記流体は、空気・水エアブラシを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目
２６に記載の方法。
（項目３７）
　前記流体は、ノズル噴霧器を用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目２６に
記載の方法。
（項目３８）
　前記流体は、シェーカボトルを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目２６
に記載の方法。
（項目３９）
　前記流体は、マイクロ流体デバイスを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項
目２６に記載の方法。
（項目４０）
　前記流体は、ジェット衝撃デバイスを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項
目２６に記載の方法。
（項目４１）
　前記流体は、超音波液滴ノズルを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目２
６に記載の方法。
（項目４２）
　前記流体は、蒸気供給装置を用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目２６に
記載の方法。
（項目４３）
　前記流体は、氷削機を用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目２６に記載の
方法。
（項目４４）
　前記流体は、超音波ネブライザノズルを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、
項目２６に記載の方法。
（項目４５）
　前記流体は、渦巻きジェットノズルを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項
目２６に記載の方法。
（項目４６）
　前記流体は、インパクションピンノズルを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される
、項目２６に記載の方法。
（項目４７）
　前記流体は、衝突ジェットノズルを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目
２６に記載の方法。
（項目４８）
　前記流体は、ＭＥＭＳノズルアレイミスト発生装置を用いて前記冷却呼吸ガス混合物に
注入される、項目２６に記載の方法。
（項目４９）
　前記流体は、電気スプレーノズルを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目
２６に記載の方法。
（項目５０）
　前記流体は、加熱キャピラリを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目２６
に記載の方法。
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（項目５１）
　前記流体は、内部混合ノズルを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目２６
に記載の方法。
（項目５２）
　前記流体は、外部混合ノズルを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目２６
に記載の方法。
（項目５３）
　患者を治療する方法であって、
　呼吸ガス混合物を形成するステップと、
　該呼吸ガス混合物を冷却するステップと、
　該患者内の標的組織に該冷却呼吸ガス混合物を送達するステップと、
　該冷却呼吸ガス混合物中に微細氷粒子の凍結ミストを形成するために、該標的組織で、
または該標的組織付近で、該冷却呼吸ガス混合物に流体を注入するステップと
　を含む、方法。
（項目５４）
　前記標的組織は、前記患者の鼻気道を含む、項目５３に記載の方法。
（項目５５）
　前記標的組織は、前記患者の肺を含む、項目５３に記載の方法。
（項目５６）
　前記標的組織は、前記患者の口および鼻気道を含む、項目５３に記載の方法。
（項目５７）
　前記標的組織は、前記患者の咽喉を含む、項目５３に記載の方法。
（項目５８）
　前記標的組織は、前記患者の気管を含む、項目５３に記載の方法。
（項目５９）
　前記冷却呼吸ガス混合物に薬剤を注入するステップをさらに含む、項目５３に記載の方
法。
（項目６０）
　前記薬剤は、麻酔薬である、項目５９に記載の方法。
（項目６１）
　前記流体は、流体注入器を用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目５３に記
載の方法。
（項目６２）
　前記流体は、水注入器を用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目５３に記載
の方法。
（項目６３）
　前記流体は、空気・水エアブラシを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目
５３に記載の方法。
（項目６４）
　前記流体は、ノズル噴霧器を用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目５３に
記載の方法。
（項目６５）
　前記流体は、シェーカボトルを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目５３
に記載の方法。
（項目６６）
　前記流体は、マイクロ流体デバイスを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項
目５３に記載の方法。
（項目６７）
　前記流体は、ジェット衝撃デバイスを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項
目５３に記載の方法。
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（項目６８）
　前記流体は、超音波液滴ノズルを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目５
３に記載の方法。
（項目６９）
　前記流体は、蒸気供給装置を用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目５３に
記載の方法。
（項目７０）
　前記流体は、氷削機を用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目５３に記載の
方法。
（項目７１）
　前記流体は、超音波ネブライザノズルを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、
項目５３に記載の方法。
（項目７２）
　前記流体は、渦巻きジェットノズルを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項
目５３に記載の方法。
（項目７３）
　前記流体は、インパクションピンノズルを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される
、項目５３に記載の方法。
（項目７４）
　前記流体は、衝突ジェットノズルを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目
５３に記載の方法。
（項目７５）
　前記流体は、ＭＥＭＳノズルアレイミスト発生装置を用いて前記冷却呼吸ガス混合物に
注入される、項目５３に記載の方法。
（項目７６）
　前記流体は、電気スプレーノズルを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目
５３に記載の方法。
（項目７７）
　前記流体は、加熱キャピラリを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目５３
に記載の方法。
（項目７８）
　前記流体は、内部混合ノズルを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目５３
に記載の方法。
（項目７９）
　前記流体は、外部混合ノズルを用いて前記冷却呼吸ガス混合物に注入される、項目５３
に記載の方法。
（項目８０）
　前記形成するステップは、酸素および高い熱容量を有するガスを含むガス混合物から前
記呼吸ガス混合物を形成するステップを含む、項目５３に記載の方法。
（項目８１）
　前記形成するステップは、酸素およびヘリウムを含むガス混合物から前記呼吸ガス混合
物を形成するステップを含む、項目５３に記載の方法。
（項目８２）
　前記形成するステップは、酸素および二酸化炭素を含むガス混合物から前記呼吸ガス混
合物を形成するステップを含む、項目５３に記載の方法。
（項目８３）
　前記形成するステップは、六フッ化硫黄を含むガス混合物から前記呼吸ガス混合物を形
成するステップを含む、項目５３に記載の方法。
（項目８４）
　前記呼吸ガス混合物を加圧するステップをさらに含む、項目５３に記載の方法。
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